
木更津市立公民館連絡会主催事業 

   

 
                   平成 31年１月 26日（土）8時５０分～１６時２０分  

講座のねらい  『子ども達のやりたいを形にする』 

「大人になってみたい」という子どものやりたいを形にするため、子ども達が主体となって準備会議を行

ない、学級を作り出す。立場を逆転することで感じること、学ぶことに重点を置き、またその準備過程での

失敗や意見のぶつかり合いから学ぶことを重要視する。 

こども準備会議             木更津第二小学校で開催された『サカサマ学級』 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

＜子ども達が作成した 時間割＞ 

時間 教科 内容 

8:50～9:00 朝の会 健康観察・持ち物検査 

9:00～9:50 理科 蜂の生態 

10:00～10:50 算数･社会 テスト・各県の特産品 

11:00～11:25 将棋 遊び方講義 

11:35～12:00 国語 漢字 

12:05～12:55 体育・総合 なわとび・うんてい 

13:00～13:30 昼休み  

13:40～14:30 外国語・音楽・総合 あいさつ・合唱 

14:35～15:10 図工 折り紙 

15:15～15:45 ゲーム トランプ等 

15:45～16:05 掃除  

16:05～16:20 帰りの会  

 

成果と課題 

授業を終えた子ども達の表情がこの事業の成果を語っていた。やり遂げた、という達成感とともに、次回

はこうしよう、という展望も持っていた。やりたいを形にできる経験はなかなかできるものではない、そこ

に立ち会えた大人たちも貴重な経験だったようである。公民館は事務局として関わっていたが、平成 31 年

4月から「ハッピーメーカー必ず実行委員会」を子どもと大人で立ち上げ、今年度の授業（令和 2年 2月 29

日実施）に向けて活動を始めている。本事業はあくまでも『子ども達のやりたいを形にする』ことが趣旨で

あり、そのことを第一に活動できるよう、公民館も影ながら見守っていく所存である。 

先生ってもっと簡単に出来ると思って

いたけど、教えるって大変なことだとわ

かりました。（子ども先生より） 

自分達の意見で時間割や授業の内容を

決められることは楽しく、次の会議が待

ち遠しかったです（子ども先生より） 

子どもってこんなに大変な毎日を過ご

してるのかと実感。一日中学校で授業を

受けることを久しぶりに体験できた。

（大人生徒より） 

参加者の感想 
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